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数理モデルは“本当に” 
実験生物学に役立つ 

のだろうか？ 
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近藤教授は、生物のからだのかたちがどのような原理でできるかを、理論的に解明し、
それを実験的に検証する研究を進める国際的リーダーです。この度、ご来学いただく機
会を得ましたので、セミナーをお願いいたしました。多数のご来聴をお待ちしており
ます。なお本セミナーは大学院講義を兼ねます。	


問合先：疾患プロテオゲノム研究センター生命システム形成分野/大学院医科学教育部免疫系発生学                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             
高浜洋介（x9452, takahama@genome.tokushima-u.ac.jp）	
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